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@金 議・青訓告丹スキー場
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φ事事 襲. 100名 02月17日から受付〉

φ申込み・見m台体育館内体育課
(31)3060か市内スポ-YI<吉~

4静翼丹

鍔
醐
欄

ζ
め
て
押
ら
れ
た
踊
捕
の
大
舗
は
、
ま
吉
詑
警
官
臨
時
惑
を
な
T
宮
容
一
え
に
1

閥
老
人
も
た
議
お
す
る
ぽ
か
盟

懇
わ
ず
こ
ぼ
れ
る
侠
顔
。
寧
が
曲
が
っ
て
も
気
に
し
ま
せ
ん

11.R :1霞
午後i時から

ンタ-m-Jj，
索活致事E妙苦章受
決鵠沼女子高、霊宝箆隊総務

愛媛@王手塚市、害警少年間重量協議会



歴
思
・
立
方
お
宮
(
金
)
叩
四
時
お
今
日
明
月
初
百
(
冬
、
幻
自
(
木
〉
、

分
I
m待
目
出
発
。
勤
労
普
少
同
時
八
十
幻
日
(
火
)
、
加
古
〈
京
〉
、
ロ
月

県
立
青
少
年
金
銭
高
今
月
も
人

4
日
(
火
)
四
時
加
分
よ
却
時
罪

事
行
事
聖
計
画
、
小
学
告
書
量
く
活
安
基
盤
「
和
般
の
寸
:
勤
労
警
少
年
初
人

少
年
，
一
盤
自
民
自
み
な
え
¢
ん
ま
で
ナ
ー
と
和
室
む
マ
ナ
1
」
・
日
月
初
寸
勤
務
青
山
ザ
年
の
つ
ど
い
「
翼
鶴
の

広

〈

利

用

す

る

よ

翼

線

採

れ

ソ

マ

ト

E
j
b
L

自
然
を
尋
ね
て
」

う
呼
び
か
け
て
い
湯
舟
ι縁
関
措
/
h
v

て

斗

/

品

唱

ね

ム

U
R
2
5
(沼
)

ρの
侯
レ
も
由
働
く
若
い
女
性
講
座
間
関
く
れ
誌
泣

告
書
却
を
希
望
す
る
λ
ば
箆
長

Biη
月
ロ
臼
(
毎
選
火
曜
日
〉
沼
青
少
年
侠
留
劇
場
「
ア
ル
プ
ス
の
少

問
問
立
肯
少
年
金
銭
へ
き
て
ほ
し
い
時
泊
予
f
m持
泊
分
:
金
J

動
労
苦
女
ハ
イ
ジ
で
花
月
諸
国

(
S
U

Q
設
・
七
O
一
一
九
)
マ
青
山
y
年

数

議

苧

年

必

人

時

i
m時
育
中
身
百
人

議
麗
「
ア
メ
B
カ
人
の
見
た
日
本
白
マ
絞
画
教
室
「
年
賀
状
京
絞
彊
の
制

く〉予警告主申告告で節税しようく〉

。家族従業員にも給料を払い経費になる

@事業主Eも給軍事をとれる

<)E当分の践の語撃をiEしく約衝して
告撃さをな緩重量を議室めようく〉

<)記緩やま菱重量の綴談はお気軽!こく〉

。平塚商工会諦済

C平塚青色申告会
C税理士事務所仁無担相談日 5リ5日〉
C平塚樹立務署



中長罪ン'1'¥，学校

? 228 神間小学校
。268 金自公民館 長持竣島公爵

賞宮

1月16日八嬬ノ'J#校球何時公渇
書宮

t' 19百花酌上#校
" 23日 平塚市民尉騒。 大Eノ'j¥，苧校捺中央農協金

沢支所

.o-288 器豊田公民館接金田公
民館

平塚市民セYター

大野小学校

横内団地集会潟

須賀公民館松原公民館

霊覇ヌす課 a溺 1才までの赤ちゃんなら
どなたでも受けられます。当日出

母子苧帳を忘れずに持ってきて4
ださい。

豊富時鶴@午前古時30分-10時30分
11月羽田げに〉豊田公民館
d-' 22臼て木〉金自公民館
12月 5臼仁木〉主主島民民館
.p 13日仁木〉横内団地集会埠
?-20ヨ仁木〉岡崎公民察官
ク 27白けO 吉沢公民館
1 J守10尽仁木〉金田公民館
?- 17日じむ土屋公民館
ク 24日〈木〉盤国公民貧富
-O' 31日けO 金自公民館
2月 18仁木〉揖島公民館
.9 14日仁木〉構内担増集会場

議院崎公喜号館

12日神面公畏厳八潜公民鰭
138 花木公民館中島京会民館
148 平塚市長病院

[ }ヲ3
28 保主黄島公臣認官 金回公E投書
端医事碕公民館

3悶 神田公豆沼富八幡会民館
48 花水公民館中原公民館
5臼平塚市民J病院

官公所22 2の]番組。高砂香料
にお勤めの山崎隆指さん仁31)と真
紀子さん (23)の長女。現在8か月
で身長80苧、体重S九。

ひとみちゃんは、よ〈自に焼けた

元気な子で、時々空白D子にまちがえ

られる。よ〈太っているので肥満_i.ij

にならないかと、ママは配してい

る。ひとみちゃんは、パパが大好き

で帰ってぐると大宮ぴ。いつも散歩

につれていってもらう門踊い庁持引

スソパイもの。 48年 2

ぜき・ジフテリ7 ・
※樺汚翼線しています。

鰯封書提・ 1線接種当日に溺3か月
を経過して、 6か月来潟の乳
児ω (3回〉恥気等白理由で受げ

られなかった乳幼児は、 2設にな
らないうちなら受けられます。

2期 1期カち苫了した人で、接種
主主Bに1期の3巨]自の按種Bから
1年の腕簡をすぎて、 1年 6IJ'p， 
までの路(1回〉病気等の理由で

告をけられなかった幼児以2年まで

の間受けられます。

J--J;N主校入学芋

128 搭載ifit i"::.民館金 [l~::KfìrJ
S完全附崎公民主語

13日八幡公民然死水れ氏
14日 平塚市民斉唱に

J'ヲ3
1l[ヨ 器離島公民館全日公民熊

定の幼児

日間に受けてくたさい。それ以外

白期間には受けられません。〉

護憲時間・ 131下手30分-15時まで。ただ
し器の合会号(二14時-..，15時。
豊富巡飽日寝

室月3
228 旭0.!X:食官 桜中央捜協土沢支
所須町公民

羽田平塚慌健所帯慰問公民館

接金田公民空白

278 横内田主主主主会渇 メ窓会民主宮
わ耳東公民貧守

[12R] 
14思 想公民館務中央農協土沢支
所担金公民配

17臼平塚時健所桧民間公民館
務金IB公民館

18臼 横内団地等、会j吾 プミ野必巨没宮
松掠.01己

}守E
7日 平塚保健所捺霊長自公民館
捺金出公民熊

気持す合体予電線とその広場

φ有事・農水産物・花き e鶏卵!日岳、

工業撲、軍労苦'1年生活文化展、盆栽

展、観光写真写主主展、緑化ボス丘一展、

カナ2Jア展、水産展、特主主駒Df成金、お

たのしみ金魚すくい、掠の相談主主、植木

下行

φ子イ共みこしパレードー 11/25 午W:l

時

φ勤労感搬出つどい '11/23 午前r9時
市民セン虫山

φ重宝時大金会 11/24 工正午 市民セン貞一

保留地続接地主昏

中泉 2番 7号

中.'ll. 1番 7号

豊原町27餐17号

平塚 19 3 答地

平塚 1205番地

平塚 12 2番地

平塚 12 話番地

平探 108 9苔地

平塚 09 番地

平塚 794番地

乎探 47番地

貸衣裳について
センターでは、利用者の使をはかるため

に館内に業者が主主裳郊を開設している。使用

禁}金は次のとおり

1， H ち掛 5， 000FLJ_Z5， OOOl'l 

2， 1lK rv 他 2.000f弓-lO， OOOPJ

3，ドレス 2.0001ヨ 0001']

4 モ」ニング 自弓-2，0001叶

5 紋 E民 2，0∞月-5，0ωロ3
6留袖 1，0001弓-3，000151 

oと料金は館内での刻J可料金。外出の場合は3
空軍井曽となる

す行箆号室ンター

iJti tム
8 2，7 2 m 
3，1 7 

3 8，3 3 

3，6 9 

7 44 
8 1. 00 

9 9，5 4 

1 Z 5 7 

9 8， 2 

06，67 

25 8 0 
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